
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
自
然
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
進
め
る
リ
サ
イ
ク
ル
。

市
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
、

「
柏
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
、
今

年
４
月
に
は
「
柏
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
」を
新
た
に
建
設
し
、

古
紙
・
瓶
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
資
源
品
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
源
化

率
は
平
成
13
年
度
で
三
○
・

四
％
と
全
国
平
均
一
三
・
一
％

（
平
成
11
年
度
）
と
比
べ
、
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

は
、
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
汚
れ
が
落
ち
て
い

な
か
っ
た
り
と
、
多
く
の
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
汚

れ
を
落
と
し
て
か
ら
の
排
出
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
分
別

を
徹
底
す
る
た
め
、
昨
年
10
月

に
は
黒
い
袋
で
の
排
出
を
禁
止

し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
も
混
入

市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

ど
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
る
の

か
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
８

月
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
五
・
七
％
の

異
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
五

・
七
％
と
い
う
数
値
は
特
に
悪

い
数
値
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

缶
や
衣
類
な
ど
の
ほ
か
、
ペ
ッ

ト
の
ふ
ん
ま
で
混
ざ
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

自
体
も
汚
れ
た
物
が
約
八
割
を

占
め
て
い
ま
す
（
別
掲
「
調
査

の
結
果
」
参
照
）。

き
れ
い
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
台
無
し
に

で
は
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
と
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。

ほ
か
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
き

れ
い
に
洗
っ
て
あ
っ
て
も
、
汚

れ
は
周
り
に
広
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
半
分
ぐ
ら
い
残
っ
た
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
一

本
混
ざ
っ
た
だ
け
で
、
約
二
ト

ン
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
汚
れ

が
移
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
結

局
す
べ
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

余
分
な
水
を
使
っ
て
洗
浄
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

汚
れ
は
ふ
き
取
る
か
軽

く
す
す
い
で

こ
れ
ら
は
、
出
す
と
き
に
ほ

ん
の
少
し
の
手
間
を
惜
し
ま
ず

汚
れ
を
落
と
し
て
い
た
ら
、
防

げ
る
こ
と
で
す
。
た
っ
た
一
つ

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
が
、
み

ん
な
の
努
力
を
台
無
し
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
汚
れ
は
ふ
き
取

る
か
軽
く
す
す
い
で
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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市の人口
331,515人

125,866世帯

（14.9.1現在）

主な内容�＊�＊�

つくばエクスプレスの車
両のデザインが決定／市
役所の環境への取り組み�
�
秋の交通安全運動／姉妹・
友好都市の交流報告会�
�
特集・救急「夜間に急病、
さあ困った」�
�
情報館（講座・講演、お
知らせほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�

�
Ｐ2�
�
�
�
Ｐ3��

Ｐ4�
～5�
�
�Ｐ6
～7�
�
�
Ｐ8

�
…
�

�
�
�
…�
�
�
…�
�
�
…�
�
�
�
…�

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

　「柏プラネット」では水曜日に回収したプ
ラスチックを次の月曜日までに選別し、圧縮・
保管しています。回収日の翌日に柏プラネッ
トに行ってみました。�

　ベルトコン
ベアーで流れ
てくるプラス
チックから異
物を取り除く。�

　汚れの元に
なるマヨネー
ズなどの容器。
1時間弱の作業
でこれだけ取
り除いた。点
滴の容器も見
られる。�

　1日半の作業
で取り除かれ
た異物。スピ
ーカーやラン
チジャーなど
も混ざってい
た。�

柏プラネットに行ってみました�

 特別編�
　なかなか難しいプラスチックの分別。調査でもさ
まざまな異物が混ざっていました。では、次のごみ
はどのように分けるのが正しいのでしょうか。�

飲食物の容器（紙パック）�

ゴム製品、皮製品（手袋、�
靴、かばんなど）�

金属部品が含まれているもの�
（おもちゃ、電化製品など）�

可燃ごみ�資源品�

不燃ごみ�

不燃ごみ�

※特に金属類やガラス類は、機械の故障原因となりま�
　すので、絶対に入れないでください�

このマークが入っているものは�
プラスチックとして出せます�

�

　マヨネーズ・ケチャ
ップなどの容器は、中
身を使い切ってから軽
くすすいで出してくだ
さい。使い切っていな
い中身は紙などに染み
込ませて可燃ごみに。�

　弁当の残りは、容器
から出して可燃ごみと
して出してください。
一緒に出すと汚れや匂
いの元になります。�

の元は絶ってから�

繊維類�
13.9％�

木・草類�
3.5％�

ガラス類�
2.4％�その他�

1.2％�

紙類�
28.1％�

ゴム・皮革類�
17.6％�生ゴミ類�

17.5％�

金属類�
15.8％�

汚れのない物�
22.9％�

汚れた物�
77.1％�

■調査の結果�

ビニール・プラスチック類�
94.3％�

異物�
5.7％�

異物の混入状況�

異物の内訳�

プラスチックの汚れ�

環
境
に
優
し
い
社
会
に
欠
か
せ
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
。
柏
市
で
も
、
瓶
な
ど
の
資
源
品

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
市
内
の

施
設
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
材
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
例
の
な
い

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
回
収
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
分
別
の
不
徹
底
や
汚
れ
な
ど
、
問
題
点
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。
市
で
は
、
異

物
の
混
入
状
況
と
汚
れ
具
合
を
把
握
す
る
た
め
、
８
月
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

少
し
の
手
間
を
惜
し
ま
な
い
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

と き �
と こ ろ �
プ ロ グ ラ ム�
�
�
�
費 用 �
申し込み�
�
�
そ の 他 �

12月12日�午後6時半開演�
市民文化会館大ホール�
part1　全日本吹奏楽コンクール課題曲セレクション�
part2　音楽のおもちゃばこ～佐渡裕のトークと音楽～�
part3　ガーシュイン：パリのアメリカ人�
　　　バーンスタイン：ディベルティメント�
全席指定、S席＝6,000円、A席＝5,000円、B席＝4,000円�
9月18日�から、文化課チケットガイド（市役所第2庁舎4階）へ
電話・ファクス（�・�7167─5785）か直接（土・日曜日、祝日
を除く、ファクスは24時間受け付け）�
未就学児の入場はご遠慮ください�
�
�

問�文化課 �7167─1494

　日本を代表する指揮者佐渡裕と吹奏楽団シエナ・ウインド・オーケストラがタッグを組み、ダイナミッ
クな演奏と感性で魅了します。「佐渡＆シエナ」の魅力がコンサート会場にあふれます。さあ一緒に、音
楽の�宝探し�に出かけましょう。�



平
成
17
年
度
中
に
開
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
車
両
デ
ザ
イ
ン
が
決

定
し
ま
し
た
。

速
い
鉄
道
を
イ
メ
ー
ジ

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、

東
京
・
秋
葉
原
〜
茨
城
県
つ
く

ば
市
間
（
五
十
八
・
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
を
最
速
四
十
五
分

（
最
高
時
速
百
三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
で
結
び
ま
す
。

車
両
の
外
観
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
特
徴
で
あ
る

「
速
い
鉄
道
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
シ
ャ

ー
プ
な
形
状
と
し
、
鉄
道
と
沿

線
地
域
を
一
体
化
し
た
「
進
化

す
る
鉄
道
・
進
化
す
る
街
」
に

ふ
さ
わ
し
い
ス
マ
ー
ト
な
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

車
体
は
、
ア
ル
ミ
地
を
ベ
ー

ス
に
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
（
赤
色
）
を
窓

上
部
に
引
き
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮

客
室
は
、
開
放
感
の
あ
る
洗

練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
明
る
く
清
潔
感
の

あ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮

し
て
、
車
内
に
は
車
い
す
ス
ペ

ー
ス
を
設
置
し
、
乗
降
口
で
は

ホ
ー
ム
と
の
段
差
を
少
な
く
し

て
い
ま
す
。

座
席
に
つ
い
て
も
、
ロ
ン
グ

シ
ー
ト
の
ほ
か
、
セ
ミ
ク
ロ
ス

シ
ー
ト
（
対
面
型
）
を
設
け
ま

し
た
。

車
両
の
ド
ア
は
、
駅
の
可
動

式
ホ
ー
ム
柵
（
さ
く
）
と
連
動

し
て
開
閉
し

ま
す
。

来
年
４
月

以
降
、
こ
の

車
両
を
使
っ

て
「（
仮
称
）

守
谷
〜（
仮
称
）

守
谷
車
両
基
地

お
よ
び
守
谷
付

近
」（
一
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
の
間
で
、

試
運
転
が
行
わ

れ
る
予
定
で

す
。
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広報� 平成１４年（２００２年）９月１５日 第１１７７号 �

都市ガス使用量�

電 気 使 用 量 �
水 使 用 量 �

ガソリン使用量�
軽 油 使 用 量 �
紙（Ａ4）使用枚数�
低公害車導入率�

13年度�項　目� 11年度（基準年度）� 増減量� 増減率�
52,435,695
993,146981,902
1,647,6031,756,306
200,045195,047
404,748382,272

47,635,64147,039,109
6.37.5

kwh
����

�� ��
����
����
枚�枚�
％�％�

kwh
��
��
��
��
枚�

51,530,195kwh ％�
％�
％�
％�
％�
％�

─905,500 ─1.7
─1.1
6.6

─2.5
─5.6
─1.3

─11,244
108,703
─4,998
─22,476
─596,532

温室効果ガス排出量� 27,515,552 kg-CO2 ─999,415 ─3.528,514,967 kg-CO2 kg-CO2 ％�
※対象は平成12年8月31日現在に柏市が保有する施設�
低公害車は、電気自動車・天然ガス自動車・メタノール自動車・ハイブリッド自
動車・七都県市指定低公害車�
「温室効果ガス排出量」については、廃プラスチックの焼却による排出量を除く�

■表1　エコアクションプランの実績�

環境目的� 環境目標（主な17項目）� 平成13年度実施結果�

地域の特性を尊重した環境
づくりを推進する�
（1）自然環境を生かした

まちづくり�
（2）湧（ゆう）水・地下

水の保全と活用�

地域に根ざした快適環境を
創造する�

地球・地域環境にやさしい
まちづくりを推進する�

（1）地球環境の保全�

（2）地域環境への配慮�

市民の良好な生活環境を保
全する�

（1）廃棄物の減量化と適
正処理�

（2）環境への負荷が少な
い都市づくり�

�環境負荷の低減�

�柏・みず環境プラ
ンⅡの推進�

地域に根ざした環境の保全
・創造を推進する�

地球環境への理解を深める�

公共工事に伴う環境負荷を
低減する�

行政事務で使用する資源を
削減する�

手賀沼を浄化します�

名戸ケ谷湧水ビオトー
プを整備します�

良好な緑地の維持を図
ります�
街の目印となる樹木や
景観上重要な樹木を保
全します�

環境保全協定締結事業
所数を110とします�

冬期暫定対策期間中に
おける水曜日の庁用車
の稼働率を60％以下に
削減します�
廃棄物の減量、リサイ
クルを推進します�

水質汚濁防止法に基づ
き、330事業所に対して
立入検査を行います�

地下水汚染を浄化しま
す�
下水道の普及率を78％
にします�

歴史的・文化的資源を
保存します�

ゴミゼロ運動を実施し
ます�

手賀沼船上見学会を開
催します（参加者3,000
人）�
建設発生土の発生量を
削減します�

再生材を使用します�

「広報かしわ」の古紙
配合率を100％にします�

ホテイアオイの植栽3,600��
アオコの回収　804t�
窒素除去量　536.9kg�
リン除去量　86.9kg
ビオトープの整備�

保護地区97.4ha（累計）�

保護樹木227本（累計）�

累計事業所数93

水曜日の庁用車稼働率が58
％に�

資源品回収量27,043t�
生ごみ処理容器購入補助
711基�
ごみ減量説明会11回�
ごみ体験ツアー23回�
リサイクルプラザ建設工事�
立入検査95事業所（累計
204事業所）�

地下水汚染物質除去装置の
設置1カ所（累計7カ所）�
普及率78％�
整備面積167ha（累計3,158�
ha）�
情報マップの印刷4,000部�
散歩道マップの印刷2,000部�
ふるさと散歩道の標柱立て
替え2件�
5月27日実施�
空き缶等の回収約9t

実施回数64回�
参加者1,727人（累計3,253
人）�
発生残土を再利用�
改良土として利用�
適正な場外処理�
許可埋立場に搬入�
再生砕石の使用�

広報紙に古紙配合率100％
の再生紙使用�

■表2　ＩＳＯ14001の取り組み結果�

平成13年度にグリーン
購入調達方針を作成し
ます�

グリーン購入調達方針を作
成�

東京大学物性研究所一般講演会�
　ＩＴや材料、環境、バイオなど、幅広い領域で革命をもたらすといわれる「ナノテクノロジー」。
100万分の1ミリの世界が生み出す最先端の科学技術について、市民向けに分かりやすく講演します。�

10月5日�午後6時50分～9時�
アミュゼ柏�
先着400人�
無料�
「東大物性研講演会希望」と明記
し、住所・氏名・年齢・電話番号
・Ｅメールアドレスを書いて、9月
17日�午前9時から、企画調整課
へ、ファクス（7167─6644）、Ｅ
メール（k-kikaku@vesta.ocn.ne.jp）
か電話で�
講演�は、英語による講演です（日
本語の要旨を配布）�

�「ナノサイエンスの源流と展望：メゾからナノへ」 
家泰弘東京大学物性研究所教授�
量子力学が支配する極微小の世界でどんな面白い
ことが起こるか、その一端とナノサイエンス・ナ
ノテクノロジーの経緯と将来の方向性を探る�

�「小型化の魅力：ナノテクノロジー」 
ハインリッヒ・ローラー博士（1986年ノーベル物
理学賞受賞）�
小型化の概念は、マイクロエレクトロニクスを作
り上げ、ナノエレクトロニクスの世界へ。ナノテ
クノロジーによって革命的技術革新が起こる�

と き  
ところ  
定 員  
費 用  
申し込み 
 
 
 
 
 
 
その他  

人事課 �7167─1113問� 問 企画調整課 �7167─1117

講演内容 

市職員を募集�
職種・人数 
職務内容 
 
採用予定日 
受験資格 
試験日時 
 
試験内容 
試験会場 
申し込み 
 
受験案内
・申込書
の配布 

福祉指導員（中級）、1人�
福祉関係部署等での就学前の幼児の言語指導、知的障害者通
所授産施設や肢体不自由児施設等での生活指導等の業務�
平成15年4月1日�
言語聴覚士資格を持ち、昭和47年4月2日以降に生まれたかた�
�第1次試験＝10月19日�※時間は受験案内に掲載�
�第2次試験＝第1次試験合格者に別途通知�
第1次試験＝教養・専門、第2次試験＝面接等�
市役所内会議室�
所定の申込書を持って、10月1日�～10日�に本人が人事課（市
役所第2庁舎2階）へ直接（郵送不可）�
9月17日�から人事課または近隣センター等で配布します。郵
便での配布を希望する場合は、封筒の表に赤字で、「採用試験
申込書請求」と明記し、あて先を書いた返信用の角2号の封筒
に140円切手を張って同封し、〒277─8505　柏市役所人事課へ、
9月30日�までに郵送で（必着）�

福祉指導員 

地
球
温
暖
化
や
廃
棄
物
問
題

な
ど
、
今
日
の
環
境
問
題
の
多

く
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

原
因
が
あ
り
ま
す
。
問
題
解
決

に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

の
三
者
が
協
力
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
役
所
も
一
事

業
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
環
境

問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成

12
年
８
月
に
地
球
温
暖
化
対
策

や
省
エ
ネ
・
省
資
源
を
目
的
と

し
た
「
柏
市
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
３
月
に
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国

際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
を
取
得
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
保
全
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

柏
市
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
成
果
は
？

平
成
13
年
度
の
取
り
組
み
結

果
（
別
表
１
）
を
見
る
と
、
13

年
度
は
、
基
準
年
度
で
あ
る
11

年
度
に
比
べ
、
電
気
使
用
量
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
削
減

で
き
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の

原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
も
、
電
気
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
・

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど
の
使
用

量
が
減
っ
た
た
め
、
三
・
五
％

削
減
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
都
市
ガ
ス
使
用
量

は
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
市
立
病
院
の
冷
暖
房
設
備
を

ボ
イ
ラ
ー
か
ら
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
切
り
替
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
立
病
院
で
の
都
市
ガ
ス

使
用
量
は
八
万
九
千
六
百
二
十

二
立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
ま
し
た

が
、
重
油
使
用
量
が
十
六
万
六

千
立
方
メ
ー
ト
ル
減
っ
た
た

め
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

二
十
六
万
九
千
四
百
三
十
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
・
シ
ー
・
オ
ー
・
ツ

ー
（
�
│
Ｃ
Ｏ２
）
減
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で
効
果

的
に
削
減

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基
づ

く
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
で
は
、
平
成
12
〜
14
年
度
の

期
間
で
、
六
十
八
項
目
の
「
環

境
目
標
」
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
主
な
十
七
項

目
の
取
り
組
み
結
果
は
別
表
２

の
と
お
り
で
す
。

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３

│
４
４
２
２

市
役
所
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

シャープな顔に赤いライン

車両のデザインが決定

つくばエクスプレス

■つくばエクスプレスの外観と客室（セミクロスシート）



秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
９

月
21
日
（
土
）
〜
30
日
（
月
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
運
動
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
安
全
運
転
　
若
葉

の
こ
ろ
か
ら
　
紅
葉
ま
で
」。

被
害
者
の
か
た
は
も
ち
ろ

ん
、
事
故
を
起
こ
し
た
か
た
も

人
生
を
台
無
し
に
し
か
ね
な
い

交
通
事
故
。
初
め
て
ハ
ン
ド
ル

を
握
っ
た
と
き
の
気
持
ち
を
い

つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
、
安
全

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が

歩
行
中
に
事
故
に
遭
っ
た
ケ
ー

ス
の
七
割
が
、
自
宅
か
ら
五
百

メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
で
起
き

て
い
ま
す
。「
い
つ
も
の
通
り

慣
れ
て
い
る
道
だ
か
ら
」
と
油

断
す
る
こ
と
な
く
、
き
ち
ん
と

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
自
身
が
気
を

付
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ド

ラ
イ
バ
ー
も
、
高
齢
者
の
こ
と

を
配
慮
し
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
追
放

死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
飲
酒

運
転
者
の
大
半
は
、
さ
め
た
つ

も
り
の
軽
度
な
酒
気
帯
び
と
い

う
の
が
実
態
で
す
。
ビ
ー
ル
大

瓶
三
本
の
飲
酒
で
、
正
常
に
戻

る
に
は
最
低
で
も
八
時
間
は
必

要
で
、
そ
の
間
は
確
実
に
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
、
中
枢

神
経
な
ど
に
何
ら
か
の
異
常
を

来
し
て
い
ま
す
。
前
の
晩
の
飲

み
過
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ

う
。事

故
に
な
ら
な
く
て
も
「
酒

酔
い
運
転
」で
検
挙
さ
れ
れ
ば
、

三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
十

万
円
以
下
の
罰
金
、「
酒
気
帯

び
運
転
」
は
一
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金

で
す
。

自
動
車
を
走
る
凶
器
に
変
え

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
「
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
致
死
率
は
、

着
用
者
の
十
倍
以
上
で
、
同
乗

者
で
も
そ
の
致
死
率
は
約
四
倍

で
す
。
ま
た
、
車
に
同
乗
中
に

事
故
に
遭
っ
た
六
歳
未
満
の
乳

幼
児
の
う
ち
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
の
致
死
率
は
、
着
用
し
て

い
た
幼
児
の
四
倍
以
上
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

大
人
が
抱
い
て
い
て
も
、
事

故
の
と
き
に
は
子
ど
も
を
守
れ

ま
せ
ん
。
大
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
子
ど
も
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
が
、
ま
さ
か
の
と
き
の
命

綱
。
常
に
着
用
す
る
習
慣
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

1

交
通
施
設
課
�
７
１
６
７

│
１
３
０
４

広報�③ 第１１７７号 平成１４年（２００２年）９月１５日

さわやかコンサート�
と　き�
ところ�
内 容 �

さわやかコンサート�

9月18日�午後1時半～3時半�
柏駅東口サンサン広場�
千葉県警察音楽隊による演
奏と、事故無しを目指した
無事故梨の配布�

事故はなしよ！�
・・�

10月13日�午前9時～午後0時半※当日、午前8時半から柏の葉公園内コミュニ
ティ体育館前で受け付け（ソフトバレーボールは柏西高体育館）�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
無料�
9月17日�～27日�に、体育課（市役所第2庁舎4階）へ電話か直接。申し込み
は1人1種目。ソフトバレーボールはチーム単位（4～8人）、ショートテニス
はできるだけ2人1組で申し込みを�
駐車場は千葉大学園芸学部柏農場（柏の葉公園前）をご利用ください�

と き �
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
費 用 �
申し込み�
�
�
そ の 他 �

千葉県スポーツ・レクリエーション祭�

体育課 �7167─1536問�市民活動推進課内柏市ふるさと交流協会事務局 �7167─1126問�

奥会津で�
秋を満喫！�

　平成6年からふるさと交流都市の提携をしている福島県只見町の雄大
な自然の中で、秋を感じてみませんか。�

と 　 き �
と こ ろ �
対 象 �
�
内 容 �
費 用 �
申し込み�
�
�
�
�
そ の 他 �

11月3日�～4日�〈1泊2日〉�
福島県南会津郡只見町�
市内在住のかた、30人程度（家族・グループでの応募も可。
3人以下は、相部屋になる場合があります）�
そば打ち体験と試食、田子倉湖遊覧など�
10,000円（1泊3食付き、宿泊は民宿になります）�
往復はがきに「只見ツアー希望」と明記し、参加者全員の
住所・氏名・性別・生年月日・電話番号と返信面のあて先
を書いて、〒277－8505　柏市役所市民活動推進課内柏市ふ
るさと交流協会事務局へ、9月30日�までに郵送で（必着）
※応募者多数の場合は抽選�
参加者には、事前説明会あり。交通は往復貸し切りバス�

そば打ち体験＆紅葉狩りツアー�

制限なし�

部 門 ・ 定 員 �と こ ろ �
先着288人�柏の葉公園内広場�

柏の葉公園内広場�
柏の葉公園内コミュニテ
ィ体育館�
柏西高体育館� レディースの部＝先着8チーム、ミックスの部＝先着12チーム�

種　　目�

ソフトバレーボール�

グラウンドゴルフ�
ターゲットバードゴルフ�

ショートテニス�

※対象はいずれも市内在住・在勤・在学のかた。ニュースポーツ体験コーナーもあり�
柏の葉公園内� 先着100人�散策ウオーク�

レディースの部＝先着10組、ミックスの部＝
先着20組、小学生の部＝先着30組�

今
年
の
夏
、
姉
妹
・
友
好
都

市
を
訪
問
し
た
柏
市
の
青
少
年

た
ち
が
、
現
地
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
感
じ
、
学
ん
だ

貴
重
な
体
験
を
報
告
し
ま
す
。

米
国
ト
ー
ラ
ン
ス
市
を
訪
問

し
た
青
少
年
は
、
三
週
間
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
人
々
と
の
交
流

を
通
じ
て
感
じ
、
学
ん
だ
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。
米
国
グ
ア
ム

を
訪
れ
た
中
学
生
は
、
自
然
が

豊
か
な
南
の
島
で
の
野
外
活
動

や
学
校
訪
問
な
ど
の
思
い
出
を

発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
中
国
承

徳
市
を
訪
問
し
た
青
少
年
は
、

今
回
初
め
て
実
現
し
た
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
で
の
体
験

を
報
告
し
ま
す
。

青
少
年
派
遣
事
業
に
興
味
の

あ
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
姉
妹

・
友
好
都
市
に
つ
い
て
知
り
た

い
か
た
も
、
ぜ
ひ
、
聴
き
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

９
月
29
日
（
日
）
午

後
１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
柏
市
役
所
国

際
交
流
室
内
柏
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
市
役
所
第
二
庁
舎

三
階
）
へ
電
話
か
直
接

1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
�
７
１
６
７

│
０
９
４
１

いくつになっても安全運転で

秋の全国交通安全運動

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
要

約
筆
記
者
出
張
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
聴
覚
や
音
声
言
語

に
障
害
の
あ
る
か
た
が
、
医
療

機
関
に
行
っ
た
り
、
講
習
会
へ

参
加
し
た
り
、
公
共
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
り
す
る
と
き

に
、
要
約
筆
記
者
が
出
向
き
、

筆
談
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
通
訳
す

る
も
の
で
す
。
日
常
生
活
の
パ

ー
ト
ナ
ー
に
い
か
が
で
す
か
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
ち
、
聴
覚
や
音
声
言
語
に
障

害
の
あ
る
か
た

費
用

無
料
　

申
し
込
み

利
用
す
る
一
カ

月
前
ま
で
に
障
害
福
祉
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
直
接

※
初
回
に
登
録
を
し
ま
す
の
で

印
鑑
の
持
参
を

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
６

義
務
教
育
就
学
前
（
平
成
８

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

か
た
は
、
児
童
手
当
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
限
度
額

が
あ
る
た
め
、
所
得
の
額
に
よ

っ
て
は
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
児
童
手
当
を

受
給
中
の
か
た
は
、
今
回
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
や
住

所
・
養
育
児
童
数
な
ど
、
申
請

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
当
月
額

第
一
子
・
第
二

子
は
五
千
円
、
第
三
子
以
降
は

一
人
に
つ
き
一
万
円

支
給
月

10
月
・
２
月
・
６

月
申
請
方
法

印
鑑
と
養
育
者

名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を

除
く
）
を
持
っ
て
、
児
童
育
成

課
（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）

へ
直
接
。
な
お
、
公
務
員
の
か

た
は
勤
務
先
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い注

意

児
童
手
当
は
申
請
月

の
翌
月
分
か
ら
計
算
さ
れ
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

│
１
５
９
５

世
界
を
感
じ
た
ひ
と
夏
の
経
験

姉
妹
・
友
好
都
市
の
交
流
報
告
会

忘
れ
ず
に
申
請
を

義
務
教
育
前
の
児
童
手
当

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
15
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄

せ
ら
れ
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ.

夫
婦
で
合
意
し
な
い
と
離
婚
で

き
ま
せ
ん
か

離
婚
し
た
い
の
で
す
が
、
夫
婦
間

で
話
し
合
い
が
整
い
ま
せ
ん
。
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ.

家
庭
裁
判
所
へ
離
婚
調
停
を
申

し
立
て
ま
す

離
婚
で
最
も
多
い
の
が
、
夫
婦
話

し
合
い
の
上
で
離
婚
す
る
協
議
離
婚

で
す
。
し
か
し
、
協
議
が
整
わ
な
い

場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
に
離
婚
調
停

を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
停
で
は
、
調
停
員
が
双
方
の
話

を
聞
き
調
停
案
を
示
し
、
双
方
が
合

意
す
れ
ば
調
停
が
成
立
し
ま
す
。

調
停
が
成
立
し
な
い
場
合
、
地
方

裁
判
所
で
裁
判
を
行
い
、
判
決
を
受

け
て
離
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ.

子
ど
も
は
ど
う
な
る
の
で
す
か

離
婚
に
は
双
方
合
意
し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
に
関
す
る
手
続
き
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ.

親
権
者
を
決
め
ま
す

離
婚
に
つ
い
て
夫
婦
で
合
意
し
て

も
、
未
成
年
（
二
十
歳
未
満
）
の
子

が
い
る
場
合
に
は
、
親
権
者
を
決
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
離
婚
届
に

は
親
権
者
の
欄
が
あ
り
、
未
記
入
の

場
合
、届
け
出
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
養
育
費
、
面
接
交
渉
権
に

つ
い
て
も
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ.

ほ
か
に
決
め
る
こ
と
は
？

金
銭
的
な
問
題
な
ど
、
ほ
か
に
決

め
て
お
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ.

慰
謝
料
や
財
産
分
与
な
ど
で
す

慰
謝
料
は
、
結
婚
生
活
破
た
ん
の

原
因
が
、
夫
婦
ど
ち
ら
に
あ
る
か
が

問
題
と
な
り
ま
す
。
双
方
に
原
因
が

あ
る
と
き
は
慰
謝
料
な
し
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。

財
産
分
与
は
、
婚
姻
中
に
夫
婦
で

築
い
た
財
産
を
公
平
に
分
け
る
も
の

で
、婚
姻
前
の
財
産
は
対
象
外
で
す
。

将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
、
文
書
（
特
に
公
正
証
書
）
で

残
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

日常生活をお手伝い

要約筆記者を派遣

聴覚・言語に障害のあるかた

自
然
も
友
達
も
一
生
の
思

い
出
に
（
グ
ア
ム
）
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皆さんは夜間や休日に突然身体の具合が悪くなったことはありませんか？自分の体調は
もちろん、子どもやお年寄りとなるとなおさら心配です。そんなときのために、柏市には
夜間に診療してくれる「医療センター」や休日に診療してくれる「在宅当番医」の制度が
あります。今回は救急医療の制度と、その制度を上手に利用するための方法についてお知
らせします。「備えあれば憂い無し」。元気なときには見過ごしがちな救急医療の知識です
が、困ったときに慌てないために、ご活用ください。

救
急
の
し
く
み

ま
ず
、
一
般
的
な
救
急
体
制

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
救

急
体
制
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
一
つ
は
、
第
一
次
救
急
医

療
施
設
と
い
い
、
外
来
の
処
置

や
治
療
が
必
要
な
患
者
に
対
応

す
る
た
め
の
施
設
で
す
。
二
つ

目
は
第
二
次
救
急
医
療
施
設
と

い
い
、
入
院
が
必
要
な
患
者
に

対
応
す
る
施
設
に
な
り
ま
す
。

三
つ
目
が
第
三
次
救
急
医
療
施

設
で
、
こ
れ
は
よ
り
高
度
な
医

療
が
必
要
な
患
者
の
た
め
の
施

設
で
す
。

柏
市
の
場
合
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
第
一
次
救

急
施
設
と
し
て
、
夜
間
に
は
医

療
セ
ン
タ
ー
、
休
日
の
昼
間
に

は
内
科
系
・
外
科
系
各
一
カ
所

の
在
宅
当
番
医
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
柏
地
区
医
師
会
の
メ
ン

バ
ー
が
輪
番
で
当
た
っ
て
い
ま

す
。
第
二
次
救
急
施
設
と
し
て

は
、
市
内
の
七
つ
の
病
院
が

毎
日
一
カ
所
、
輪
番
で
当
た

っ
て
い
ま
す
。
第
三
次
救
急

施
設
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
附
属
柏
病
院
が
当
た
っ
て

い
ま
す
（
別
図
「
柏
市
の
救

急
医
療
体
制
」
参
照
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
制
度
を

知
ら
な
い
か
た
が
と
て
も
多

い
の
で
す
。
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
か
た
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
せ
っ
か
く
の
救
急
医
療
制

度
を
上
手
に
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

困
っ
た
と
き
は
か
か
り

つ
け
の
先
生
へ

上
手
に
利
用
す
る
た
め
に
は

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
を

持
つ
こ
と
で
す
。
か
か
り
つ
け

の
医
師
と
い
う
の
は
、
�
家
の

近
く
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
�

よ
く
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
、
�
何
科
に
行
っ
た

ら
い
い
の
か
教
え
て
く
れ
た

り
、
必
要
な
場
合

は
専
門
の
医
師
を

紹
介
し
て
く
れ
た

り
と
、
い
わ
ば
、

病
気
の
と
き
の
道

案
内
役
を
し
て
く

れ
る
こ
と
を
目
安
に
す
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
何
科
の
医
師

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か

ら
健
康
に
つ
い
て
の
こ
と
や
、

非
常
時
の
対
応
に
つ
い
て
相
談

し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
さ
ん
や
高
齢
の
か

た
が
い
る
ご
家
庭
は
特
に
お
勧

め
し
ま
す
。

症
状
に
あ
っ
た
病
院
へ

軽
い
症
状
の
患
者
さ
ん
が
い

き
な
り
第
三
次
救
急
施
設
に
行

く
と
、
本
当
に
第
三
次
救
急
施

設
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
症
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
本

来
の
機
能
が
十
分
果
た
せ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。実
際
、

第
三
次
救
急
施
設
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
大
半
の
患
者
さ
ん
が
、
第

一
次
や
第
二
次
の
施
設
で
診
療

で
き
る
症
状
の
か
た
な
の
で

す
。
高
度
な
医
療
を
行
う
た
め

の
第
三
次
救
急
施
設
に
患
者
さ

ん
が
集
中
し
て
も
、
待
ち
時
間

ば
か
り
長
く
な
っ
て
、
診
察
時

間
を
十
分
取
れ
な
く
な
る
こ
と

が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
医
師
の
方
が
イ
ラ
イ
ラ

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が

起
こ
る
の
で
す
。
最
初
か
ら
大

き
い
病
院
に
行
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
十
分
に
生

か
す
た
め
に
、
受
診
す
る
と
き

は
第
一
次
か
ら
段
階
を
踏
ん

で
、
症
状
に
応
じ
た
機
関
で
の

診
察
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
話

次
に
、
柏
市
の
第
一
次
救
急

施
設
に
な
っ
て
い
る
医
療
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
お

話
し
ま
す
。
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
夜
間
の
み
の
診
療
を
行
っ
て

お
り
、
毎
日
一
人
の
医
師
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
約
七

十
人
の
医
師
が
輪
番
で
行
っ
て

い
ま
す
。
高
熱
を
出
し
た
と
き

や
、
お
う
吐
や
下
痢
な
ど
の
消

化
器
症
状
、
ひ
き
つ
け
や
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
と
き
ば
か
り

で
な
く
、
ぐ
っ
た
り
し
て
元
気

が
な
い
な
ど
、
翌
日
ま
で
待
つ

の
が
心
配
な
場
合
に
は
来
て
い

た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

専
門
の
医
師
が
い
な
い

と
き
は

救
急
の
場
合
は
、
病
院
に
行

っ
て
も
当
直
の
医
師
は
い
ま
す

が
、
症
状
に
合
っ
た
科
の
医
師

が
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
か

ら
病
院
に
行
っ
た
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
た
と
え
ば
小
児
科
の

医
師
は
一
般
的
に
数
が
少
な
い

の
で
す
が
、
小
児
科
専
門
の
医

師
が
診
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例

は
少
な
い
の
で
す
。
小
児
科
の

医
師
で
な
く
て
も
知
識
は
持
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
科
の

医
師
に
診
て
も
ら
っ
て
、
さ
ら

に
専
門
的
な
診
察
が
必
要
な
場

合
は
小
児
科
の
医
師
に
診
て
も

ら
う
の
で
も
良
い
と
思
い
ま

す
。

月齢が低い子の発熱は早めに受診を�

熱の高さより大切
なのが機嫌と食欲�

生後4カ月くらいまでの子で、38度以上の
発熱があったら、早めに受診しましょう�

機嫌がそれほど悪くなく、
水分がきちんととれている
ようなら、緊急ということ
はあまりありません。水分
補給を心がけましょう�

衣服・布団・氷枕などは快適さを目安に�
薄着・厚着と決めつけず、一番快適な状態に保ち
ます。おしぼりで身体をふくのも良い方法です�

慌てずに観察を�
発熱とともに起こる熱性けいれん、最初のひと泣
きが長すぎるときに起こる泣き入りひきつけは、
心配ありません。ゆすぶったり刺激せずに、ポッ
トや花瓶など、周りの危険なものを遠ざけます。
吐物が口に入らないように気を付け、けいれんし
ている時間と熱を計ります�

こんな場合は大至急受診を�
・けいれんの時間が長い場合�
・1回の発熱で2・3回けいれ
　ん発作が起こる場合�
・高熱が出ないでけいれんが
　起きた場合�
・けいれんが左右対称でない
　場合�

固形物をのどに詰まらせたとき�
おなかを抱えて逆さまに持
ち上げ、背中を平手でたた
きます�

異物を飲み込んだら�
水か牛乳を飲ませて、赤ちゃん
の口の中に指を入れ、舌の奥を
押し下げて吐かせます。ただ、
洗剤や化粧品、塗料などの中に
は、吐かせてはいけないものや
牛乳を飲ませてはいけないもの
もあります。「中毒110番」で電
話相談ができます�

つくば中毒110番�0990─52─9899　午前9時～午後9時�
大阪中毒110番�0990─50─2499　24時間対応 
（つくば、大阪ともダイヤルＱ2） 
※石ころ、ビー玉などの誤飲や食中毒、慢性の中毒（アルコール
　中毒、シンナー中毒など）や常用量での医薬品の副作用につい
　ては受け付けていません 

救急患者�

第1次救急医療施設�

第2次救急医療施設�

第3次救急医療施設�

（外来の処置・治療
が必要なとき）�

（入院が必要なとき）�

（高度な医療が必要なとき）�

柏市の救急医療体制�

・医療センター（内科・
　小児科）�
　365日午後7時～10時�
・在宅当番医（内科系、
　外科系各1カ所）�
　日曜日・祝日午前9時
　～午後5時�

・市内の病院（柏市立柏病
　院、岡田病院、柏厚生総
　合病院、田中農協病院、名
　戸ケ谷病院、深町病院、柏
　南病院）の輪番制�
・東京慈恵会医科大学附属
　柏病院�

小沼先生

問　保健福祉総務課 �7167─1131

医療センターは 
どんなところ？�

1日の患者の数は、平日で平均10人、土曜日で15人、
日曜日で20人程度で、その約70％が小児科です。寒い時
期になると患者が多くなる傾向にあり、日曜日・祝日に
は診療時間に40人以上の患者が訪れることもあります。

診療時間　午後7時～10時

診療科目　内科・小児科

年中無休

�7163─0119

医療センター�
休日急患歯科診療所�
（健康管理センター内）�

柏公園�

慈恵医大附�
属柏病院�

市民文化会館�

市民体育館�
旧水戸街道�

保健センター�

柏駅�

至沼南�

至野田�

至我孫子�至松戸�

市役所�

■案内図�

N

困ったときはこちらまで

歯が痛くなった
ときは？�
歯が痛くなったらどこで診てもらえばいいの？そ
んなときはこちらです。医療センターと同様に健康
管理センター内に入っている、休日急患歯科診療所。
平成13年度は、1日当たり平均10人のかたが休日急
患歯科診療所を利用しました。

診療時間

診療科目
�7164─8114

日曜日・祝日・お盆（8月13日～15
日）・年末年始（12月29日～1月4日）
午前10時～午後4時（お盆は正午まで）
一般歯科

宮地先生

身
体
の
不
調
は
病
院
の
開
い
て
い

る
昼
間
に
起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
真
夜
中
、
急
に
「
な
ん
だ
か
家

族
が
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。
高
熱

だ
！
」「
ど
う
し
よ
う
、
歯
が
痛

い
！
」。
さ
ぁ
、
大
変
で
す
。
そ
れ

が
、
子
ど
も
だ
っ
た
り
す
れ
ば
な
お

さ
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
で
き

る
の
が
理
想
で
す
が
、
こ
ん
な
と
き

の
頼
み
の
綱
と
し

て
、
夜
間
に
診
療

し
て
く
れ
る
医
療

セ
ン
タ
ー
や
休
日

に
診
療
し
て
く
れ

る
在
宅
当
番
医
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
休
日
や
夜
間
の

急
患
に
対
応
す
る
た
め
、
国
で
は

「
救
急
医
療
対
策
事
業
実
施
要
綱
」

が
昭
和
52
年
に
定
め
ら
れ
、
全
国
的

に
体
制
が
整
い
ま
し
た
。柏
市
で
は
、

第
一
次
救
急
医
療
施
設
と
し
て
医
療

セ
ン
タ
ー
と
、
内
科
・
外
科
各
一
カ

所
の
在
宅
当
番
医
が
休
日
や
夜
間
の

診
療
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
待
機
し

て
い
ま
す
。
休
日
の
当
番
医
に
つ
い

て
は
、「
広
報
か
し
わ
」
の
毎
月
１

日
号
「
情
報
館
」
に
問
い
合
わ
せ
先

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

救
急
と
い
う
と
、
大
事
故
、
大
け

が
を
想
像
し
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
身

近
な
感
じ
を
抱
く
人
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
柏
市
に
あ

る
救
急
施
設
は
夜
間
や
休
日
の
急
な

不
調
の
と
き
に
駆
け
込
む
、
私
た
ち

に
身
近
な
施
設
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
は
ど
こ
に

受
診
す
れ
ば
い
い
か
、
救
急
を
上
手

に
利
用
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
身
近
な
救
急
の
上
手
な
利
用
の

仕
方
に
つ
い
て
、
医
療
の
現
場
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
、
柏
地
区
医
師
会
副

会
長
の
小
沼
宗
心
先
生
と
、
救
急
担

当
の
宮
地
直
丸
先
生
の
お
二
人
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

急な症状に慌てないためにも、かかりつけのお医者さん
を決めておきましょう。
よくかかりつけのお医者さんとして、中規模以上の病院
の名前をあげるかたがいますが、できれば住まいの近くの
診療所のような、通常の病気ならほとんど診てくれるお医
者さんをかかりつけにしておいた方が安心です。中規模以
上の病院では専門医制が主で、病気になっている部分しか
診ないこともあります。また、
何科にかかるかを自分で判断
しなければなりません。専門
医にかかるときも、自分の健
康のデータを蓄積してくれて
いるかかりつけのお医者さん
に相談すれば、的確な専門医
を紹介してもらえます。

かかりつけ医のススメ

現代は共働きの家庭も増えているので、夜間や休日にこそ小児科の
普通の診療をしてほしいという希望が多くあるようです。しかし、昼
間に行けないからといって、普段の外来に行くべき患者が夜間や休日
に救急に行くと、「翌日まで待つのはちょっと心配」という子の診療に
支障を来すことがあります。
「救急」で受診した人のうち、本当に急いで診なければならない子
どもの割合は下のグラフのようにほんのわずかです。そのほかは、「症
状は救急ですが、症状が軽いうちにきちんと治療を受けていればそう
ならなかった子」、「育児の経験が浅いのでしかたないけれど症状から
は救急とはいえない子」、「明らかに救急医療の対象ではない子」とい
うように分けると、だいたいの割合はグラフのようになります。
本来、普通の外来で診るべき子どもが救急外来に集中するために、
本当に診なくてはならない緊急の子どもの診療に支障が出ているとこ
ろも大変多いのです。かかりつけの医師に普段の外来でいかにきちん

と相談するかによっても、いざとい
うときの対応は変わるものです。
本当に不安なときにまで遠慮する
ことはありませんが、どう考えても
救急外来の対象とはいえない場合は
救急外来の受診は避けるようにしま
しょう。
救急外来は必要なときに上手に利
用しましょう。

きちんと治療
していれば大
丈夫だった�

心配で連れてきたが急ぎ
の症状ではない�

明らかに救急
医療の対象で
はない�

本当に救急�

救急は誰のため？
小児科に多い「開いててよかった！」



フ
レ
ッ
シ
ュ
シ
ル
バ
ー

学
級

と
き

10
月
９
日
〜
11
月
27

日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
計
八
回
）

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
八
人

内
容

健
康
管
理
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
（
館
外
学
習
あ
り
）

費
用

無
料
（
製
作
実
習
・

館
外
学
習
費
は
実
費
）

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
３
│
１
０
０
０

は
み
ん
ぐ
介
護
教
室

と
き

10
月
12
日
・
11
月
９

日
・
12
月
14
日
・
来
年
１
月
11

日
の
各
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

介
護
老
人
保
健
施

設
「
は
み
ん
ぐ
」

定
員

二
十
五
人

内
容

痴
ほ
う
や
食
事
・
排

せ
つ
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
介
護
教
室
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
返

信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒

２
７
７
│
０
８
２
５
布
施
一
│

三
　
柏
市
立
介
護
老
人
保
健
施

設
「
は
み
ん
ぐ
」
へ
、
９
月
25

日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

1
介
護
老
人
保
健
施
設
「
は

み
ん
ぐ
」
�
７
１
３
４
│
０
６

６
０不

登
校
を
考
え
る
親
の

集
い
　

と
き

９
月
27
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

不
登
校
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
、
先
着
二
十
人
（
子

ど
も
連
れ
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

障
害
者
の
リ
サ
イ
ク
ル

絵
手
紙
講
習
会

と
き

10
月
２
日
〜
23
日
の

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
四
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、
肢
体
不
自
由
、
聴
覚

障
害
な
ど
に
よ
り
身
体
障
害
者

手
帳
（
一
〜
六
級
）
を
お
持
ち

の
か
た
、
二
十
人

内
容
　
絵
手
紙
づ
く
り
や
不

用
品
を
使
っ
た
額
縁
づ
く
り
　
　

費
用

五
百
円
程
度

用
意
す
る
物

古
布
・
ボ
ー

ル
紙
（
二
十
セ
ン
チ
×
三
十
セ

ン
チ
程
度
）

申
し
込
み

９
月
24
日（
火
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
※
希
望
者
多

数
の
場
合
は
、
初
め
て
の
か
た

を
優
先

そ
の
他

無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
（
要
予
約
）
※
希
望
者
多
数

の
場
合
は
乗
車
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
３
│
９
３
５
３

サ
ー
ビ
ス
接
遇
講
座

と
き

10
月
9
日
〜
11
月
27

日
の
毎
週
水
曜
日
（
11
月
６
日

を
除
く
）
午
後
６
時
半
〜
８
時

半
と
来
年
１
月
に
面
接
向
け
講

座
と
し
て
二
回
（
計
九
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
勤
労
者
・
就
職
希
望

者
、
二
十
人

内
容

サ
ー
ビ
ス
業
の
基
礎

知
識
や
接
遇
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
検
定
受
験
を
目
指
し
ま
す

費
用

四
千
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
サ
ー
ビ
ス
接
遇
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
受
講
動
機
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市

役
所
商
工
課
へ
、
９
月
26
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

商
工
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
１

男
の
料
理
教
室

と
き

10
月
12
日
〜
26
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

布
施
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
成
人
男

性
で
全
回
出
席
で
き
る
か
た
、

十
五
人

内
容

魚
・
野
菜
・
豆
腐
料

理
を
作
り
ま
す

費
用

二
千
五
百
円

申
し
込
み

９
月
21
日（
土
）

午
前
９
時
〜
９
時
半
に
、
布
施

近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え

て
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選1

布
施
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
２
│
３
１
０
０

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
検
定
２
級
受

験
対
策
講
座

と
き

10
月
17
日
・
24
日
、

11
月
７
日
・
14
日
の
各
木
曜
日

と
11
月
29
日
、
12
月
13
日
・
20

日
、
来
年
１
月
17
日
・
31
日
、

２
月
７
日
の
各
金
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
（
計
十
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
検
定
三
級
取
得
者
か

同
程
度
の
知
識
・
技
能
の
あ
る

か
た
、
十
一
人

費
用

五
千
五
百
円
程
度

（
教
材
費
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
二
級
受
験
対
策
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
受
講
動
機
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市

役
所
商
工
課
へ
、
９
月
26
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

商
工
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
１

精
神
保
健
家
族
教
室

と
き

10
月
１
日
（
火
）
・

８
日
（
火
）
・
16
日
（
水
）
・

22
日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
４

時
（
計
四
回
）

と
こ
ろ

柏
保
健
所

対
象

柏
保
健
所
管
内
在
住

で
、
十
年
以
内
に
精
神
分
裂
病

と
診
断
さ
れ
た
か
た
の
家
族

内
容

病
気
や
治
療
法
な
ど
　

費
用

無
料

申
し
込
み

柏
保
健
所
精
神

保
健
福
祉
課
へ
電
話
で

1

柏
保
健
所
�
７
１
６
７
│

１
２
５
５

広報� 平成１４年（２００２年）９月１５日 第１１７７号 �

と　き�
�
ところ�
�
対　象�
�
内　容�
�
�
費　用�
用意する物�
申し込み�

10月5日�午前9時～午後
3時�
青少年センター（十余
二）�
市内在住の小学生と保護
者、先着15組�
ロープワーク、手打ちう
どん作り、Ｔシャツの草
木染め�
300円（材料費）�
筆記用具・軍手・タオル�
9月17日�午前9時から、
青少年課（青少年センタ
ー内）へ電話か直接�

青少年課 �7131─5896問�教職員課 �7167─1482問�

あすなろキャンプ�
と き �
ところ�
対　象�
�
�
�
�
内 容 �
�
費　用
申し込み�
�
その他�
�

10月29日�～31日�〈2泊3日〉�
手賀の丘少年自然の家（沼南町）�
次の3つすべてに該当する市内の小・
中学生�長期間学校を休んでいるか、
休む傾向がある�欠席の理由が病気
以外である�原則として小学4年生以
上で保護者と離れて生活ができる�
飯ごう炊さん・オリエンテーリング・
福祉体験活動・手賀沼環境学習など�
無料�
10月10日�までに、各小・中学校の
担任へ直接�
10月22日�午後1時半から、青少年セ
ンター（十余二）で説明会をします�

10月12日�午後1時半～3時半�
市内在住の高齢者と家族、45人�
高齢者に優しい住まいへの改善について�
往復はがきに「バリアフリー希望」と明記し、住所・氏名・年齢・電話
番号と返信面のあて先を書いて、〒277─0051加賀3丁目16─8　介護予防
センター「ほのぼのプラザますお」へ、9月30日�までに郵送で（必着）

と き �
対 象 �
内 容 �
申し込み�
�
�

と き �
対 象 �
�
内 容 �
�
申し込み�

と き �
対 象 �
�
内 容 �
申し込み�

�転ばぬ先のバリアフリー�

ほのぼのプラザの催し�

問�

9月28日�午後2時～3時�
市内在住で60歳以上と小学生
以下のかた�
本の読み聞かせ�
当日、会場へ直接�

10月13日�午後1時半～3時半�
市内在住で60歳以上のかた、
先着40人�
ハーモニカ・クラリネット独
奏など�
当日、会場へ直接�

�楽しいえほんのせかい� �ほたるぶくろミニコンサート�

介護予防センター「ほのぼのプラザますお」 �7170─5570

会場はいずれも�
介護予防センター「ほ
のぼのプラザますお」�

親子アウトドア教室�

先着10人�16日�午後1時
～4時�

6日�午前10時
～正午�

5日�午後2時～
3時�

体型の変化などで合わなくなった
ズボンのサイズを直します�

先着10人�

5日�午前10時
～11時�

先着25人�

ブレーキ・チェーンの調整、パン
クの修理方法を学びます�

先着20人�

ＥＭぼかしを使った生ごみたい肥
の作り方と使い方を学びます�

たんすの引き出しの調整方法など
を学びます�

先着15人�22日�午前10時
～午後4時�

リフォーム教室�

自転車の修理講座�

ネクタイでポシェットを作ります�

市民のグループか団体、30区画（2メートル×3メートル）※営業目的のかたは除く�
衣類・雑貨など家庭の不用品（食料品・医薬品・危険物などを除く）�
往復はがきに「リサイクルフェアフリーマーケット出店希望」と明記し、団体名
と代表者の住所・氏名・電話番号、参加人数、主な販売物品と返信面のあて先を
書いて、〒277─0872十余二348─202　柏市リサイクルプラザリボン館へ、9月27日
�までに郵送で（必着）※応募者多数の場合は抽選。出店区画は市で指定します�

家具の修理講座�

■10月のリサイクルプラザの教室�
教室名�

ＥＭぼかしによる
たい肥化講座�

対 象 �
販売できる物�
申し込み�

10月20日�の午前に行われるリサイクルフェアのフリーマーケット出店者を募集（出店料は無料）

柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082

と　き� 対象� 内　　容�

費用は無料。申し込みは9月15日�午前9時半から、リサイクルプラザリボン館へ電話か直接�

問�

会場はリサイクルプラザ（十余二）�

問�中央公民館 �7164－1811

9月28日�・29日�午前9時～午後7時（29日は午後5時
まで）�
中央公民館�
・歌声喫茶、コーラス、茶会、大正琴、民謡、着物、
編み物、パッチワーク、書道、介護相談、各種健康
法、子育て講演、環境パネル展示、山野草展示など�

・軽食コーナー（おにぎり、豚汁、ケーキ等）�
・子ども向け（人形劇、マジック、親子工作教室、昔
遊びコーナー、茶道教室など）�
茶会300円、子ども茶道教室200円、パッチワーク200円、
軽食コーナー・歌声喫茶実費負担、これ以外は無料�
編み物＝毛糸2種類�
上記のゴシック体で表記しているイベントは、当日会
場で直接先着順で受け付けます�

と 　 き �
�
と こ ろ �
内 　 容 �
�
�
�
�
�
費 　 用 �
�
用意する物�
申し込み�
�

　公民館で学習活動等を行っているサ－クル・団体が、日ごろ
の活動成果を発表するため、各種のイベントを用意して皆さん
のお越しをお待ちしています。�

■中央公民館のパソコン講座�
�

文章を入力してサ
ークル等の案内チ
ラシを作ります�

パソコン・インタ
ーネット・メール
の基礎を学びます�

10月21日�午後1
時半～4時半�

基本からイラスト
・写真の張り付け
等を学びます�

10月19日�・26
日�午後1時半～
4時半（計2回）�

市内在住・在
勤で文字入力
が で き る か
た、25人�

市内在住・在勤
ではじめてパソ
コンに触れるか
た、25人�

市内在住・在勤
で文字入力がで
きるかた、25人�

10月20日�・27日
�午前9時半～午
後0時半（計2回）�

�ワード初心
者コース�

文章入力・イラス
ト張り付けでポス
ターを作ります�

往復はがきに希
望講座名と住
所・氏名・年
齢・電話番号と
返信面のあて先
を書いて、〒
277―0005柏5丁
目8―12　柏市
中央公民館へ、
�は9月24日�
までに、�～�
は9月30日�ま
でに郵送で（必
着）※応募は1
人1通。応募者
多数の場合は抽
選�

�パソコンで
ポスター作
成講座�

�成人向けの
インターネ
ット・メー
ル講座�

�パソコンで
サークル等
の案内チラ
シを作ろう�

10月5日�午後5
時半～8時半�

文と写真で簡単な旅
行記を作ります※旅
行写真3枚の持参を�

�デジタル写
真旅行記作
成講座�

10月28日�午後1
時半～4時半�

中央公民館 �7164─1811問��

種類� 申し込み�内容�対象�とき�

会場は中央公民館。費用は無料。初期化した�
DOS─Vのフロッピー1枚の用意を�

講
座
･
講
演
�



住
民
票
コ
ー
ド
が
届
い

て
い
な
い
か
た
は
申
し

出
を

市
で
は
、「
住
民
票
コ
ー
ド

の
お
知
ら
せ
」
を
８
月
26
日
に

発
送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な

い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

市
民
課
住
基
ネ
ッ
ト
担
当

�
７
１
６
７
│
１
２
３
３

市
税
休
日
納
税
相
談

と
き

９
月
28
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

収
納
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
二
階
）、
松
葉
・
南

部
近
隣
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

納
税
通
知
書

か
催
告
書
、
印
鑑
等

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接そ

の
他

当
日
市
税
を
納
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

1

収
納
課
�
７
１
６
７
│
１

１
２
２

図
書
館
利
用
者
懇
談
会

と
き

９
月
25
日
（
水
）
午

後
１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

図
書
館
本
館

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
二
十
五
人

内
容

図
書
館
の
運
営
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
交
換

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
図
書
館
本

館
へ
電
話
か
直
接

1

図
書
館
本
館
�
７
１
６
４

│
５
３
４
６

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を

含
む
宿
泊
事
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集

と
き

９
月
29
日
（
日
）、

10
月
５
日
（
土
）
・
６
日
（
日
）

対
象

十
五
歳
以
上
の
か

た
、
先
着
十
人
程
度
（
中
学
生

を
除
く
）

内
容

手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
（
沼
南
町
）
で
行
わ
れ
る

キ
ャ
ン
プ
の
お
手
伝
い

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

午
前
11
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
係
る
柏
市

申
し
出
原
案
に
つ
い
て

千
葉
県
が
進
め
て
い
る
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
に
係
る
柏
市
申
し
出
原
案
を

県
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
原

案
は
、
９
月
30
日
（
月
）
ま
で

都
市
計
画
課
（
市
役
所
第
一
庁

舎
三
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、

柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
は
一
面
欄
外
）
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

1

都
市
計
画
課
�
７
１
６
７

―
１
１
４
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
き

11
月
24
日
（
日
）

と
こ
ろ

日
本
大
学
生
産
工

学
部
津
田
沼
校
舎

内
容

甲
種
・
乙
種
全
類
・

丙
種受

験
手
数
料

甲
種
＝
五
千

円
、
乙
種
＝
三
千
四
百
円
、
丙

種
＝
二
千
七
百
円

願
書
の
受
付
期
間

９
月
30

日
（
月
）
〜
10
月
３
日
（
木
）

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

消
防
本
部
予
防
課
�
７
１

３
３
―
８
７
９
２

「
生
き
が
い
発
見
セ
ミ
ナ

ー
」
の
企
画
運
営
委
員

を
募
集

活
動
期
間

10
月
３
日
〜
11

月
21
日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
と
講
座
実
施
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

無
償
で
ご
協
力
い
た

だ
け
る
か
た
、
十
人
以
内

内
容

来
年
１
月
〜
３
月
に

開
講
予
定
の
生
き
が
い
発
見
セ

ミ
ナ
ー
の
企
画
と
運
営

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

〜
20
日
（
金
）
に
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接
。
選
考
結
果
は

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
通
知

し
ま
す

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

女
性
の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

活
動
期
間

９
月
か
ら
来
年

３
月
末
ま
で

活
動
内
容

親
子
を
対
象
に

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
的
知
識

と
初
歩
的
操
作
を
教
え
ま
す

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性
で
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
修
了
以

上
の
知
識
と
技
能
を
持
つ
か

た
、
五
人

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

〜
20
日
（
金
）
に
、
中
央
公
民

館
へ
電
話
か
直
接
※
聞
き
取
り

で
の
選
考
を
行
い
、
選
考
結
果

は
全
員
に
通
知
し
ま
す

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

「
男
性
学
講
座
」
の
企

画
運
営
委
員
を
募
集

活
動
期
間

10
月
〜
来
年
１

月
の
う
ち
七
回
程
度

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
、
五
人
程
度

申
し
込
み

９
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接
。
選
考
結
果
は

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
通
知

し
ま
す

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

広報�� 第１１７７号 平成１４年（２００２年）９月１５日

文
化
部
ふ
る
さ
と
教
室

９
／

28
〜
10
／
26
の
毎
�
10
時
〜
12

時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
五
十
人
。
無

料
。９
／
17
の
９
時
に
受
け
付
け
。

板
垣
�
７
１
７
２
│
９
１
９
６

柏
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
コ
カ
リ

ナ
コ
ン
サ
ー
ト

10
／
６
の
16
時

〜
18
時
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
柏

教
会
。
二
千
五
百
円
。
志
摩
�
７

１
６
４
│
３
４
４
１

シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
展

10
／
１
〜
６
の
10
時
〜
16
時
（
初

日
は
13
時
か
ら
）、
中
公
。
水
彩

画
・
手
芸
・
写
真
の
発
表
。
二
野

宮
�
７
１
６
７
│
０
０
１
６

柏
プ
リ
ム
ラ
・
エ
・
コ
ー
ル

2002
A
utum

n
Concert

〜

秋
色
の
午
後
に

10
／
５
の
14
時

〜
16
時
、
市
民
文
化
会
館
。
千
円
。

守
田
�
７
１
３
２
│
４
０
３
０

中
高
年
の
海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

術

10
／
19
・
20
の
13
時
〜
16
時

半
、
県
プ
ラ
。
千
円
。
ひ
ば
り
が

丘
一
〇
│
六
鳥
谷
へ
は
が
き
で
。

鳥
谷
�
７
１
６
４
│
４
０
２
０

障
害
児
の
就
学
相
談
会

９
／

24
の
10
時
〜
12
時
、
中
公
。
無
料
。

笠
井
�
７
１
５
２
│
８
９
６
２

歌
っ
て
元
気
に

９
／
20
の
13

時
〜
14
時
、
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま

す
お
。
歌
や
健
康
体
操
な
ど
。
六

十
歳
以
上
。
無
料
。
藤
井
�
７
１

４
９
│
２
２
０
５

ア
ニ
メ
映
画
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
夏
」
上
映
会

９
／
28
の
10
時

〜
11
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
五
百

円
（
小
学
生
は
三
百
円
）。
久
保

�
７
１
７
４
│
２
９
２
６

親
子
で
奏
で
る
〜
澤
田
し
げ
る

・
明
日
香
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

11
／
23
の
14
時
半
〜
16
時
半
、
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
。
全
自
二
千
五
百
円
。

島
野
�
７
１
６
６
│
２
９
０
７

フ
ッ
ト
サ
ル
「
宮
田
島
ど
っ
と

混
む
」
９
／
22
の
９
時
〜
11
時
、

逆
井
宮
田
島
運
動
場
。
無
料
。
野

寄
�
７
１
３
３
│
１
１
９
６

中
国
語
一
日
体
験
講
座

９
／

21
の
14
時
〜
15
時
、
柏
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
。
千
五
百
円
。
山
本

�
７
１
４
４
│
１
４
２
７

フ
ラ
メ
ン
コ
一
日
体
験
講
座

９
／
19
の
13
時
〜
14
時
、
柏
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
。
千
五
百
円
。

深
沢
�
７
１
４
７
│
２
２
２
７

毛
筆
・
ペ
ン
「
桜
書
道
会
」

第
二
・
四
�
10
時
、
根
戸
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
砂
田
�
７
１
３
４
│

０
５
５
２

柏
市
民
合
唱
団
（
混
声
）

毎

�
19
時
、
京
北
ホ
ー
ル
か
寺
島
文

化
会
館
。3

三
千
円
。
永
井
�
７

１
６
６
│
４
０
１
１

初
級
英
会
話
サ
ー
ク
ル
「
す
み

れ
」

毎
�
12
時
、
松
葉
近
セ
。

も
う
一
度
勉
強
し
た
い
か
た
歓

迎
。3

四
千
円
。
嶺
本
�
７
１
３

１
│
４
８
０
４

社
交
ダ
ン
ス
「
松
葉
近
隣
木
曜

サ
ー
ク
ル
」

毎
�
19
時
、
松
葉

近
セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
成

島
�
７
１
３
１
│
１
６
４
４

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
「
ボ
ス
と

ハ
ッ
ピ
ー
な
仲
間
た
ち
」

毎
�

19
時
、
豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

初
心
者
。3

千
円
。
古
川
�
７
１

３
９
│
６
３
１
５

毛
筆
・
ペ
ン
習
字
「
節
香
会
」

月
三
回
�
15
時
、
新
田
原
近
セ
。

初
歩
〜
作
品
作
り
ま
で
。2

千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
高
柳
�
７
１
６

３
│
４
７
８
７

拡
大
写
本
サ
ー
ク
ル

第
一
・

三
・
四
・
五
�
10
時
、
教
福
。
弱

視
児
童
・
生
徒
の
教
材
作
成
。3

千
円
。
田
野
�
７
１
７
２
│
５
４

４
６
（
20
時
以
降
）

友
聖
山
草
会
　
第
一
・
三
�
12

時
、
旭
町
近
セ
。
石
に
育
て
る
山

野
草
。2

二
千
円
、3

二
千
五
百

円
。
武
田
�
０
９
０
│
８
４
３
２

│
７
４
２
８
　

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

会
員
募
集

催
し
・
講
習
会

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

国民健康保険料第4期�
介護保険料第4期�

納期限は9月30日��
※口座振替のかたは預貯金残高にご
注意ください�

問�国民健康保険料は保険課 �7167－1129介護保険料は介護保険課 �7167－1134

時
間
外
保
育
士

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

�

豊
町
保
育
園
、
二
人
�
酒
井
根

保
育
園
、
二
人
�
土
南
部
保
育

園
、
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時

半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給
申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
９
月
23
日
（
月
）
ま

で
に
、
各
保
育
園
へ
直
接

そ
の
他

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
先

1

豊
町
保
育
園
�
７
１
７
４

│
８
４
８
４
・
酒
井
根
保
育
園

�
７
１
７
３
│
１
６
４
７
・
土

南
部
保
育
園
�
７
１
７
３
│
７

８
１
１

臨
時
代
替
給
食
調
理
員

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

豊

町
保
育
園
、
二
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
・
土
曜

日
（
隔
週
）
午
前
８
時
半
〜
正

午
※
こ
の
時
間
帯
で
園
の
都
合

に
よ
る

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
９

月
23
日
（
月
）
ま
で
に
、
豊
町

保
育
園
へ
直
接

1

豊
町
保
育
園
�
７
１
７
４

│
８
４
８
４

図
書
館
臨
時
職
員

対
象

司
書
資
格
を
持
ち
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
か
た
、
一

人
勤
務
時
間

火
〜
日
曜
日
の

う
ち
五
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
勤
務
場
所

図
書
館
豊
四
季

台
分
館

勤
務
内
容

図
書
の
貸
し
出

し
等賃

金
（
時
給
）

七
百
九
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
と
資
格
証
明
書
の
写
し

を
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏

五
丁
目
八
│
一
二
　
柏
市
立
図

書
館
本
館
へ
、
９
月
25
日
（
水
）

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接

※
月
曜
日
と
９
月
24
日
（
火
）

を
除
く

1
図
書
館
本
館
�
７
１
６
４

│
５
３
４
６

医
療
公
社
の
職
員

職
種
・
募
集
人
数

看
護
助

手
（
非
常
勤
）、
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
４
時
、
土
曜

日
午
前
８
時
半
〜
午
後
０
時
半

勤
務
場
所

市
立
柏
病
院

賃
金

柏
市
医
療
公
社
の
規

定
に
よ
る

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
８

２
５
布
施
一
│
三
　
柏
市
立
柏

病
院
へ
、
９
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接

1

市
立
柏
病
院
�
７
１
３
４

│
２
０
０
０

ミニ運動会� 9月26日�午前10時半～11
時半※雨天の場合は27日��

未就学児（保護者同
伴）、先着50組�

催　し� と　き� 対　象� 内　容� 申し込み�費用�

─�
※飲み物持参�

9月17日�午前10時から、豊四
季台児童センターへ電話か直接�
9月18日�午前10時から、豊四
季台児童センターへ電話か直接�

9月19日�午前10時から、豊四
季台児童センターへ電話か直接�200円�

500円�

無料�

無料�

無料�

無料�

■児童センターの催し�
ところ�

豊四季台児
童センター�

豊四季台児
童センター�

無料�

わくわく広場
「陶芸教室」�

9月27日�午前10時半～
正午�

未就学児（保護者同
伴）、先着20組� ─�

おにぎりパー
ティ�

9月28日�午前11時～午後
1時�

18歳以下（未就学児は
保護者同伴）、先着40人
・18歳以上、先着20人�

 ─�
※おわん・皿・コ
ップ・はしを持参�

おはなし会� 10月4日�午前10時半～11
時20分�

幼児（保護者同伴）、
先着50組�

人形劇「ばけくら
べ」など�

人形劇「ばけくら
べ」など�

野外音楽会とフ
リーマーケット�

10月19日�午前11時～午後
2時�

高齢者の歌や子ども
の踊り、模擬店など�

おはなし会� 9月24日�午後3時半～4時
20分�

幼児～小学生、先着
200人� 当日、会場へ直接�

当日、会場へ直接�

当日、会場へ直接�

親子で遊ぼう
・おもちゃ作
り�

10月4日�＝光ケ丘､11日�＝永楽台、
12日�＝豊四季台の各児童センター。
時間はいずれも午前10時半～11時半�

幼児と保護者、各セ
ンター先着25組�

市内在住のかた�

牛乳パックなどを
使った笛や飛行機
作り�

9月20日�午前11時から、各児
童センターへ電話か直接�

手賀の丘秋の
釜のめしキャ
ンプ�

10月5日�～6日�〈1泊2
日〉※9月29日�午前10時
～正午に事前交流会あり�

永楽台児童セン
ター（永楽台近
隣センター内）�

小学3年生～中学生、先
着40人※中学生はサブス
タッフとしての参加も可�

障害のある人もない
人も一緒に泊まって
室内や森で遊びます�

9月17日�男子は午後1時半か
ら、女子は午後2時半から永楽
台児童センターへ電話で�

手賀の丘少
年自然の家
（沼南町）�

2,500�
円�

光ケ丘児童センター �7172－1175・豊四季台児童センター �7144－5363・永楽台児童センター �7163－4050問�

保
健
福
祉
総
務
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
３
１�

問�

を
行
い
ま
す

　
歳
以
上
の
か
た
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
を
対
象
に�

19
ご協力を�

求
 
人

お
知
ら
せ
�
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今
年
の
春
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操

教
育
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、

市
内
の
小
・
中
学
校
に
自
身
の
油
絵

百
点
を
寄
贈
し
た
。
作
品
は
、
今
ま

で
に
か
い
た
約
二
千
五
百
点
の
中
か

ら
選
ん
だ
日
本
各
地
の
風
景
画
。
市

内
を
題
材
に
し
た
作
品
も
多
い
。
こ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
紺

綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

山
内
さ
ん
の
絵
は
、
徹
底
し
た
現

場
主
義
。
海
、
山
、
街
な
ど
、
自
然

界
が
ア
ト
リ
エ
だ
。
十
五
号
の
作
品

を
四
十
分
で
か
き
上
げ
る
。

「
自
然
は
生
き
も
の
。
そ
の
瞬
間

の
光
が
大
切
。
だ
か
ら
、
陽
の
光
が

変
わ
ら
な
い
う
ち
に
一
気
に
か
き
ま

す
。
絵
は
上
手
い
、
下
手
で
は
な
く
、

そ
こ
に
あ
る
真
実
を
見
つ
め
、
現
場

で
感
じ
る
心
の
感
動
を
表
現
す
る
こ

と
が
大
切
な
ん
で
す
」
と
語
る
。

絵
を
志
し
た
の
は
十
六
歳
の
こ

ろ
。
絵
が
大
好
き
だ
っ
た
山
内
さ
ん

は
、
少
年
時
代
に
雑
誌
「
少
年
倶
楽

部
」
に
か
か
れ
た
軍
艦
や
飛
行
機
の

絵
を
見
て
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
魅

せ
ら
れ
た
。
す
ぐ
に
雑
誌
の
挿
絵
画

家
に
手
紙
を
送
り
、
手
紙
の
や
り
取

り
を
通
し
て
水
彩
画
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
。
そ
し
て
、
三
十
三
歳
か
ら

油
絵
の
先
生
に
師
事
し
、
本
格
的
に

絵
画
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
後
、「
一
つ
の
団
体
に
長
く

所
属
し
て
絵
を
か
き
続
け
る
画
家
は

多
い
が
、
そ
れ
で
は
成
長
し
な
い
」

と
、
複
数
の
団
体
を
渡
り
な
が
ら
作

品
を
出
展
し
続
け
た
。「
節
操
が
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、
す
べ
て
勉
強

の
た
め
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

現
在
、
絵
を
か
く
傍
ら
、
自
ら
設

立
し
た
美
術
協
会
の
勉
強
会
「
写
生

研
究
会
」
で
プ
ロ
の
画
家
を
前
に
教

べ
ん
を
執
る
。
ま
た
、
七
年
前
か
ら

は
毎
年
一
冊
ず
つ
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に

か
く
史
跡
や
ゆ
か
り
の
人
物
に
思
い

を
は
せ
た
写
生
紀
行
随
筆
「
生
の
あ

か
し
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
最
近
は
、

源
頼
朝
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
史
跡
を

よ
く
訪
れ
る
と
い
う
。

八
十
九
歳
に
な
っ
た
今
も
、
十
キ

ロ
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
道
具
を
背
負

い
、
月
に
二
十
日
間
は
絵
を
か
き
に

出
る
。志
を
立
て
て
か
ら
七
十
三
年
。

絵
に
対
す
る
情
熱
は
少
し
も
色
あ
せ

て
は
い
な
い
。

根
戸
在
住
。
妻
と
二
人
暮
ら
し

紺綬褒章を受章
やまのうち はく よう

No.370

一瞬の光をキャンバスに

山内　白葉さん

昭和6年、柳宗悦が創刊した雑誌「工芸」
の表紙を1年間担当して、毎月500枚の表
紙を型染で作った。この仕事が装幀を手
がけるきっかけとなった。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日） 七都県市合同で防災訓練

「9月1日正午、千葉県北西部を震源域とするマグニチュード7.2の直下型地震が発生。柏市
では震度7を記録した－－」。9月1日の防災の日、30度を超える真夏のような暑さの中、柏の
葉公園や常磐自動車道、ＪＲ柏駅構内で約100の機関と約9,300人が参加し、千葉・埼玉・神
奈川県、東京都、横浜・川崎・千葉市の合同防災訓練が行われました。この日は、警察や自
衛隊員とともに町会や自治会からのたくさんの市民の人たちが、汗とほこりにまみれながら
消火訓練や避難訓練などに真剣に取り組んでいました。また、政府調査団の団長として小泉
首相も首相官邸からヘリコプターで柏の葉公園に飛来し、堂本
知事や本多市長とともに訓練に参加しました。

大地震発生！柏の葉に緊張が走る

装
幀
（
て
い
）
本
　
月
刊
「
工
芸
」
一
号

「写生研究会」で後進の指導をす
る（中央ベレー帽が山内さん）

企画展「絵本と装幀本」
来年1月19日�まで

街�の�街�の�


